
　
一
人
の
大
変
面
白
い
昔
の
宣
教
師

を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。A
・
J
・

ス
タ
イ
ワ
ル
ト
と
い
う
宣
教
師
で

す
。名
前
を
知
ら
な
い
方
々
の
た
め

に
少
し
説
明
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
は
１
９
０
５
年

（
明
治
38
年
）か
ら
１
９
５
２
年
に
日

本
で
働
い
た
ア
メ
リ
カ
一
致
ル
ー
テ

ル
教
会
の
宣
教
師
で
、
数
多
く
の
日

本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
働
き
に
参

加
し
た
重
要
な
人
物
で
す
。例
え
ば

１
９
０
９
年
に
日
本
ル
ー
テ
ル
神
学

校
の
設
立
の
際
に
は
、
最
初
の
授
業

が
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
宣
教
師
宅
で
開
か

れ
ま
し
た
。九
州
学
院
で
、１
９
１
６

年
か
ら
１
９
２
０
年
ま
で
帰
国
し
た

ブ
ラ
ウ
ン
神
学
部
長
の
後
任
と
し
て

務
め
ら
れ
、
１
９
２
１
年
か
ら
は
東

京
ル
ー
テ
ル
教
会
で
本
田
伝
喜
先
生

と
一
緒
に
牧
会
を
し
ま
し
た
。１
９

２
３
年
の
関
東
大
震
災
の
時
に
は
東

京
老
人
ホ
ー
ム
と
ベ
タ
ニ
ヤ
ホ
ー
ム

の
設
立
に
も
参
加
し
ま
し
た
。ま
た
、

東
京
教
会
の
み
な
ら
ず
、
羽
村
、
横

浜
、蒲
田
、雪
ヶ
谷
教
会
の
開
拓
伝
道

に
も
参
加
し
ま
し
た
。１
９
５
２
年

7
月
4
日
に
は
、
特
に
彼
の
福
祉
的

な
働
き
の
た
め
に
昭
和
天
皇
よ
り
勲

四
等
瑞
宝
章
を
賜
り
ま
し
た
。

　
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
宣
教
師
の
妻
ア
リ

ス
は
１
９
４
１
年
1
月
4
日
に
東
京

で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
告
別
式
は
東

京
ル
ー
テ
ル
教
会
で
行
わ
れ
、
お
墓

は
多
摩
霊
園
に
あ
り
ま
す
。引
退
後

ス
タ
イ
ワ
ル
ト
は
１
９
５
２
年
か
ら

１
９
６
８
年
ま
で
、
神
戸
ル
ー
テ
ル

神
学
校
で
働
き
ま
し
た
。

　
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
宣
教
師
は
神
学
生

の
頃
か
ら
日
記
を
書
き
続
け
、
１
９

６
８
年
ま
で
ず
っ
と
こ
の
習
慣
を
守

り
ま
し
た
。私
が
調
べ
た
限
り
で
は
、

１
９
０
４
年
か
ら
１
９
６
８
年
ま
で

の
日
記
が
存
在
し
て
い
ま
す
。１
９

０
４
年
か
ら
１
９
４
０
年
の
日
記
は

ま
だ
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
の
家
族
が
持
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
１
９
４
１
年
〜

１
９
６
８
年
の
日
記
は
サ
ウ
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
に
あ
る
南
部
ル
ー
テ
ル
神
学

校

のJam
es R

. C
rum

ley Jr. 
Archives

（
ア
ー
カ
イ
ブ
）に
あ
り
ま

す
。将
来
、１
９
０
４
年
〜
１
９
４
０

年
の
日
記
も
南
部
ル
ー
テ
ル
神
学
校

の
ア
ー
カ
イ
ブ
に
保
管
さ
れ
る
予
定

で
す
。

　
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
先
生
の
日
記
の
意

義
は
、
明
治
末
期
か
ら
昭
和
中
期
ま

で
教
会
と
日
本
の
歴
史
を
見
た
宣
教

師
の
生
の
声
と

い
う
こ
と
で
す
。

例
え
ば
、
日
本

ル
ー
テ
ル
神
学

校
の
設
置
と
そ

の
後
ろ
に
あ
っ

た
熊
本
高
等
予

備
学
校
に
つ
い

て
の
内
容
が
書

い
て
あ
る
こ
と

ス
タ
イ
ワ
ル
ト
日
記
に
つ
い
て

      

　
　
　 

日
本
ル
ー
テ
ル
神
学
校
准
教
授
　
テ
ィ
モ
シ
ー
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー

は
貴
重
で
す
。１
９
１
０
年
に
は
、九

州
学
院
設
置
の
募
金
活
動
の
た
め
に

ア
メ
リ
カ
に
帰
る
途
中
、
ス
コ
ッ
ト

ラ
ン
ド
の
エ
テ
ィ
ン
バ
ラ
で
開
催
さ

れ
た
世
界
宣
教
会
議
に
日
本
の
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
教
会
を
代
表
す
る
た
め
に

出
席
し
て
い
ま
す
。

　
１
９
３
９
年
か
ら
１
９
４
１
年
の

間
の
日
本
基
督
教
団
設
置
も
課
題
と

し
て
日
記
に
出
て
き
ま
す
。日
米
の

太
平
洋
戦
争
開
始
の
時
に
ス
タ
イ
ワ

ル
ト
は
ま
だ
日
本
に
い
た
た
め
、
戦

時
下
日
本
と
教
会
生
活
に
つ
い
て
大

変
な
時
代
の
証
が
残
さ
れ
て
い
る
の

は
印
象
的
で
す
。

　
た
だ
の
日
常
的
な
記
録
だ
け
で
は
な

く
、当
時
の
宣
教
師
の
働
き
、外
国
人
と

し
て
の
日
本
に
お
け
る
暮
ら
し
、
教
会

の
働
き
と
方
針
に
つ
い
て
な
ど
が
書
い

て
あ
る
の
で
、
色
々
な
側
面
か
ら
今
日

ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
大
変
な
時

代
に
つ
い
て
学
べ
る
資
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。　
今
で
も
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
宣
教

師
の
日
記
は
ア
メ
リ
カ
と
日
本
の
共
同

宣
教
の
歴
史
的
な
背
景
を
語
っ
て
い
る

刺
激
敵
な
資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

発
刊
に
あ
た
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
教
会
史
資
料
編
纂
委
員
長
　
　
　
青
　
田
　
勇

　　
二
〇
〇
四
年
に『
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
百
年
史
』を
刊
行
し
た
後
、
二
〇

〇
六
年
度
よ
り
、新
た
に
教
会
史
資
料
編
纂
委
員
会
が
始
動
し
、教
会
史
に
関
連

す
る
資
料
編
纂
の
蒐
集
・
確
定
・
作
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。来
年
の
二
〇

一
一
年
は
九
州
学
院
が
、
さ
ら
に
二
〇
一
二
年
に
東
京
教
会
が
百
年
記
念
の
時

を
迎
え
ま
す
。今
回
、九
州
学
院
の
創
設
と
東
京
教
会
の
伝
道
に
深
く
関
係
し
た

ス
タ
イ
ワ
ル
ト
宣
教
師
の
日
記
の
紹
介
、
東
京
教
会
の
百
年
記
念
誌
の
進
捗
状

況
、そ
れ
に
教
会
建
築
を
設
計
し
た
ヴ
ォ
ー
リ
ス
の
紹
介
に
絞
っ
て
、教
会
史
資

料
編
纂
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
を
こ
こ
に
発
刊
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。読
者
の
皆

様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
お
手
も
と
に
貴
重
な
歴
史
的
資
料
や
写
真
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、委
員
会
に
ご
一
報
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（１）



　
東
京
教
会

　「
宣
教
百
周
年
記
念
誌
」の

　
編
纂
に
つ
い
て

      

東
京
教
会
記
念
誌
部
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
深
澤
孝
寿

　
１
９
１
２（
明
治
45
）年
10
月
31
日

の
宗
教
改
革
記
念
礼
拝
に
東
京
教
会

の
設
立
が
宣
言
さ
れ
た
。こ
の
史
実

を
も
と
に
、
東
京
教
会
で
は
２
０
１

２（
平
成
22
）年
10
月
31
日
の
宗
教
改

革
記
念
日
に
『
宣
教
百
周
年
記
念
礼

拝
』を
行
う
計
画
を
し
て
い
る
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
『
宣
教
百
周
年

記
念
誌
』
の
刊
行
（
10
月
）
を
目
途
に

部
会
で
編
集
作
業
を
進
め
て
い
る

が
、
こ
の
作
業
が
遅
々
と
し
て
進
ま

な
い
の
は
戦
前
の
資
料
が
教
会
に
は

殆
ど
な
い
た
め
で
あ
る
。小
生
が
依

頼
を
受
け
て
か
ら
こ
の
２
年
間
は

「
教
会
の
設
立
（
１
９
１
２
年
）
か
ら

戦
後（
１
９
４
６
年
）ま
で
」の
情
報
・

資
料
の
収
集
に
時
を
過
ご
し
て
し

ま
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
教
会
の
牧
師
・
諸
先

輩
が
取
り
組
ん
で
来
ら
れ
た
記
録
を

少
し
で
も
補
完
で
き
た
ら
と
欲
張
っ

た
た
め
も
あ
る
が
、
何
と
か
こ
れ
ま

で
の
資
料
の
精
度
を
上
げ
た
い
と
の

思
い
か
ら
、
日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教

会
の
歴
史
や
他
教
会
な
ど
の
記
念
誌

の
収
集
を
お
願
い
し
て
き
た
。

　
青
田
牧
師（
副
議
長
）に
は
、「
教
会

草
創
期
の
年
表
作
成
」
や
教
会
広
報

誌「
る
う
て
る（
１
９
０
０
年
〜
１
９

７
２
年
）」の
CD
借
用
な
ど
を
、
マ
ッ

ケ
ン
ジ
ー
先
生
か
ら
は
東
京
教
会
の

歴
史
に
か
か
わ
り
の
深
い
「
A
・

J
・
ス
タ
イ
ワ
ル
ト
宣
教
師
の
日
記
」

に
つ
い
て
の
情
報
を
お
聞
き
し
た
。

　
ま
た
、
１
９
９
５（
平
成
7
）年
に

日
本
福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
の
宣
教
百

年
記
念
東
京
会
堂
建
設
に
際
し
て
、

旧
会
堂
解
体
時
に
得
た
教
会
資
料

「
１
９
２
８
（
昭
和
3
）
年
当
時
の
教

会
関
係
資
料（
定
礎
式
で
埋
め
た
）が

新
た
に
加
わ
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
新
し
い
資
料
か
ら
歴
史

を
辿
る
作
業
と
共
に
「
初
代
・
山
内

直
丸
牧
師
と
東
京
教
会
の
草
創
期
」

に
つ
い
て
も
孫
か
ら
の
情
報
を
参
考

に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
更
に
、既
刊
の
資
料「
教
会
七
十
年

の
歩
み
」、「
宣
教
80
周
年
の
歴
史
と

展
望
」、
現
在
の
記
念
会
堂「
献
堂
十

周
年
記
念
誌
」、「
本
田
先
生
御
夫
妻

を
偲
ん
で
」な
ど
が
あ
る
。１
９
６
５

（
昭
和
40
）年
以
降
は
、
教
会
機
関
紙

「
き
ず
な
」（
こ
の
7
月
が
４
６
４
号
）

が
教
会
の
歴
史（
神
の
家
族
）を
継
承

す
る
大
切
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
資
料
や
写
真
な
ど
を
事
業

部
会
（
現
在
メ
ン
バ
ー
は
、
編
集
4

名
、
資
料
4
名
、
写
真
4
名
、
原
稿
収

集
2
名
の
14
名
と
協
力
者
7
名
）
で

分
担
し
、
選
択
・
確
認
を
し
な
が
ら

「
教
会
の
歴
史
」を
ま
と
め
る

作
業
と
「
会
員
の
声
や
記
録

（
神
の
家
族
の
継
承
）
の
歴

史
」（
別
冊
）
を
ま
と
め
め
て

行
く
作
業
に
分
け
て
実
施
し

て
い
る
。

　
東
京
教
会
の
歩
み
に
と
っ

て
欠
か
せ
な
い
こ
と
は
、
神

様
の「
世
に
生
き
て
働
く
」実

践
の
歴
史
も
あ
る
。　
教
会

付
属
「
恵
泉
（
六
十
年
）
幼
稚

園
」の
働
き
、東
京
老
人
ホ
ー

ム
と
ベ
タ
ニ
ヤ
ホ
ー
ム
の
働

き
も（
現
在
共
に
87
年
）加
え

て
い
き
た
い
。

　
そ
し
て
で
き
れ
ば
２
０
１

３
年
以
降
の
教
会
形
成
に
向

け
て
の
夢
や
希
望
を
教
会
員

に
語
っ
て
も
ら
い
、後
々
の
教

会
に
リ
バ
イ
バ
ル
と
な
る
も

の
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
方
に

ご
指
導
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昭和20年 4月 14日

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
設
計
事
務
所
と

教
会
建
築

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

青
田
　
勇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築
事
務
所
の
歴

史
は
１
９
０
５(

明
治
38)

年
、
米
国

よ
り
25
歳
で
来
日
し
た
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
建
築
家
Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ

ズ(W
illiam

 M
errell Vories)

が
、

１
９
０
８(

明
治
41)

年
に
京
都
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
の
設
計
監
理
を
手
が

け
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。１
９
２
０

(

大
正
９)

年
に
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
、
吉

田
悦
蔵
、
村
田
幸
一
の
３
名
に
よ
る

匿
名
組
合
と
し
て
「
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建

築
設
計
事
務
所
」が
設
立
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、Ｊ
・
Ｈ
・
ヴ
ォ
ー
ゲ
ル

(Vogel)

等
の
ア
メ
リ
カ
人
建
築
家

の
協
力
を
得
て
欧
米
建
築
技
術
の

導
入
に
努
め
、
建
築
設
計
の
業
績
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。関
西
学
院
、
神

戸
女
学
院
、
大
同
生
命
、
京
都
大
丸
、

そ
の
他
、教
会
、病
院
、住
宅
な
ど
の

建
築
物
を
築
き
、
そ
の
総
数
は
二
千

有
余
に
及
ぶ
。

　
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
自
身
は
神
学
校
に

在
籍
し
た
こ
と
も
、
ま
た
牧
師
の
資

格
も
な
い
。さ
ら
に
、
建
築
学
を
大

学
で
正
課
と
し
て
学
ん
だ
経
歴
な

ど
は
な
い
。け
れ
ど
も
、
生
来
の
天

分
と
し
て
、
信
仰
的
情
熱
と
美
術
、

音
楽
な
ど
の
芸
術
分
野
に
恵
ま
れ

た
才
能
を
持
っ
て
い
た
若
者
で

あ
っ
た
。

　
１
９
２
５（
大
正
14
）年
か
ら
翌
年

に
か
け
て
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
夫
妻
は
ア

メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
の
諸
都
市
を
巡

り
、
近
江
兄
弟
社
の
伝
道
事
業
を
海

外
の
キ
リ
ス
ト
教
界
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
が
、そ
の
海
外
出
張
の
間
に
、

九
州
で
大
き
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー

ル
を
竣
工
し
て
い
る
。一
つ
は
、長
崎

の
活
水
女
学
院
の
新
学
舎
で
あ
る
。

あ
と
の
二
つ
は
、
熊
本
の
ル
ー
テ
ル

教
会
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
で
あ

る
九
州
学
院
の
チ
ャ
ペ
ル（
講
堂
）と

九
州
女
学
院
の
本
館
の
建
築
で
あ

る
。

　
１
９
２
５(

大
正
14)

年
２
月
に

完
成
し
た
九
州
学
院
の
チ
ャ
ペ
ル

は
、九
州
学
院
の
敷
地
の
一
角
、１
６

０
坪
の
敷
地
に
総
建
築
面
積
１
２
０

坪
で
建
て
ら
れ
た
。堅
固
な
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
構
造
に
よ
る
ロ
マ
ネ
ス

ク
・
ス
タ
イ
ル
の
礼
拝
堂
で
あ
る
。

建
築
の
総
工
費
は
３
万
４
千
ド
ル

(

当
時
の
日
本
円
で
８
万
７
千
円
）

で
あ
り
、
こ
の
資
金
の
す
べ
て
は
ア

メ
リ
カ
の
北
米
一
致
ル
ー
テ
ル
教
会

か
ら
の
支
援
金
で
賄
わ
れ
た
。な
お
、

こ
の
建
築
作
品
は
日
本
に
現
存
す
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
よ
る
歴
史
的
会
堂
建

築
物
の
中
で
も
、
異
彩
を
放
つ
作
品

と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
１
９
２
６
年
５
月
に
完
成
し
た
九

州
女
学
院
の
本
館
の
意
匠
は
、
活
水

女
学
院
も
建
築
し
た
Ｊ
・
Ｈ
・
ヴ
ォ
ー

ゲ
ル
で
あ
る
。彼
の
設
計
図
の
原
案

は
、壮
大
で
堅
固
な
城
壁
に
囲
ま
れ

た
熊
本
城
下
に
あ
る
熊
本
の
町
を
意

識
し
た
、
城
郭
風
に
凝
ら
さ
れ
て
い

た
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ク
ナ
な
も
の

で
、
木
造
の
木
組
的
表
現
を
細
か
い

部
分
に
も
残
し
、
さ
ら
に
日
本
瓦
葺

屋
根
を
二
段
に
掛
け
た
独
特
の
様
式

と
し
て
、
今
で
も
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
建
築

の
記
念
碑
的
作
品
と
し
て
語
り
継
げ

ら
れ
て
い
る
。

　
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、
設
計
事
務
所
設

立
以
来
、
昭
和
初
期
に
か
け
て
の
約

30
年
間
で
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
の
計

画
に
及
ぶ
も
の
か
ら
、
一
部
の
校
舎

の
設
計
に
留
ま
る
も
の
ま
で
含
め
る

と
、
42
校
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー

ル
に
お
い
て
３
０
０
棟
余
り
の
建
築

を
設
計
し
て
い
る
。主
な
教
派
に
関

係
す
る
建
築
を
列
記
す
る
と
次
の
よ

う
に
な
る
。

メ
ソ
ヂ
ス
ト
系

青
山
学
院
　
福
岡
女
学
院
　
活
水
学
院

関
西
学
院  

広
島
女
学
院
　
聖
和
大
学
　

カ
ナ
ダ
メ
ソ
ヂ
ス
ト
系

東
洋
英
和
女
学
院
　
山
梨
女
学
院
　

静
岡
英
和
女
学
院

組
合
教
会
系

 

神
戸
女
学
院
　
同
志
社
　
梅
光
学
園

日
本
基
督
教
会
系

女
子
学
院
　
明
治
学
院
　
梅
光
女
学

院
　
宮
城
学
院
　
大
阪
女
学
院

ル
ー
テ
ル
系

 

九
州
学
院
　
九
州
女
学
院

バ
プ
テ
ス
ト
系

 

西
南
学
院
　
西
南
女
学
院

　
山
形
政
昭
著
「
一
粒
社
ヴ
ォ
ー
リ
ス

建
築
事
務
所
の
歩
み
」に
よ
れ
ば
、日
本

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
に
関
係
す
る
建
築

作
品
は
28
の
教
会
・
牧
師
館
・
施
設（
現

存
し
な
い
建
物
も
含
む
）に
上
り
、年
代

順
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
。

博
多
教
会
（1916

年
）、
久
留
米
教

会
（1918

年
）、
東
京
教
会
（1941

年
）、
名
古
屋
教
会（1948

年
）、
博

多
教
会
（1948

年
）、
広
島
教
会

（1948

年
）、
大
牟
田
教
会
（1948

年
）、
復
活
教
会（1952

年
）、
博
多

牧
師
館
（1952

年
）、
長
崎
教
会

（1952

年
）、
熊
本
教
会
（1952

年
）、
焼
津
教
会（1953

年
）、
岡
崎

教
会
（1953

年
）、
京
都
教
会

（1953

年
）、
三
原
教
会
（1953

年
）、
市
川
教
会（1954

年
）、
大
阪

教
会
（1954

年
）、
室
園
教
会

（1954

年
）、
蒲
田
教
会
　(1956

年
）、
西
宮
教
会（1957

年
）、
横
浜

牧
師
館
（1959

年
）、
市
ヶ
谷
学
生

セ
ン
タ
ー
学
生
寮
（1960

年
）、
京

都
学
生
セ
ン
タ
ー
学
生
寮
（1960

年
）、
宇
部
教
会（1961

年
）、
掛
川

教
会(1962

年
）、
清
水
教
会

（1965

年
）、
小
田
原
教
会
（1966

年
）、高
蔵
寺
教
会（1967

年
）

　
こ
と
に
、
１
９
１
８
年
に
献
堂
し

た
久
留
米
ル
ー
テ
ル
教
会
の
会
堂

は
、
90
年
近
く
を
経
た
現
在
に
お
い

て
も
よ
り
よ
く
保
存
・
維
持
さ
れ
て

い
る
。こ
れ
は
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
・
ス
タ

イ
ル
の
典
型
的
な
会
堂
と
言
え
る
ト

ラ
ン
ス
小
屋
組
の
建
築
様
式
で
あ
り
、

外
壁
は
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
に
よ
る
レ
ン

ガ
造
り
。会
堂
の
側
壁
窓
は
尖
頂

ア
ー
チ
窓
、
屋
根
は
ス
レ
ー
ト
茸
煉

瓦
建
。建
築
総
面
積
３
０
坪
と
し
て

会
堂
と
し
て
は
小
規
模
で
あ
る
が
、

総
工
費
は
当
時
の
価
格
で
１
万
３
千

５
０
０
円
を
要
し
、
そ
の
大
半
は
北

米
一
致
ル
ー
テ
ル
教
会
か
ら
の
支
援

金
で
賄
わ
れ
た
。

久留米教会 市川教会 九州学院チャペル

（3） （2）
空襲被災後の東京教会（左遠方にみえる塔のある建物）　全龍寺境内から東方を見る



（
１
）先
祖

　
両
親
は
、
何
れ
も
イ
ギ
リ
ス
の
血

を
受
け
継
い
で
１
７
世
紀
ア
メ
リ
カ

大
陸
に
来
た
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
で
あ
っ

た
。代
々
厳
格
な
清
教
徒
的
信
仰
に

基
づ
く
生
活
態
度
が
保
た
れ
て
、
メ

レ
ル
も
強
い
感
化
を
受
け
て
成
長
。

母
ジ
ュ
リ
ア
ン
は
若
い
頃
、
海
外
宣

教
の
夢
を
抱
き
、
オ
ハ
イ
オ
の
レ
ー

ク
・
エ
リ
神
学
校
に
学
ん
だ
。自
分

の
子
に
は
是
非
、
男
女
何
れ
で
あ
っ

て
も
海
外
宣
教
に
行
け
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
た
。

（
２
）誕
生
か
ら
成
長

　
１
８
８
０
年（
明
治
１
３
年
）10
月

28
日
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
カ
ン
ザ
ス
州

レ
ブ
ン
ワ
ー
ス
の
町
で
父
ジ
ョ
ン
・

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
、
母
ジ
ュ
リ
ア
・
メ
レ

ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
長
男
と
し
て
誕

生
。

　
２
歳
の
時
、
腸
結
核
を
患
い
医
師

か
ら
回
復
の
望
み
が
薄
い
と
言
わ
れ

た
が
、
医
師
と
家
族
の
必
死
の
介
抱

で
危
機
を
脱
し
た
。従
兄
弟
の
音
楽

を
毎
日
聴
い
て
音
楽
に
関
心
と
興
味

を
持
ち
、
休
養
と
活
力
の
源
泉
と

な
っ
た
。一
家
は
メ
レ
ル
の
健
康
回

復
の
た
め
高
原
の
大
自
然
の
中
で
伸

び
伸
び
と
育
て
る
た
め
ア
リ
ゾ
ナ
の

フ
ラ
グ
ス
タ
ッ
フ
と
い
う
田
舎
町
に

移
住
し
た
。メ
レ
ル
は
こ
の
地
の
荘

厳
で
美
し
い
自
然
の
中
で
霊
感
を
養

い
、
絵
画
や
詩
作
な
ど
の
芸
術
的
天

分
を
育
て
る
事
が
で
き
た
。

　
ま
た
、
子
供
た
ち
の
教
育
の
た
め

に
一
家
は
、
コ
ロ
ラ
ド
州
デ
ン
バ
ー

に
引
越
し
、
イ
ー
ス
ト
デ
ン
バ
ー
高

校
へ
、
１
９
０
０
年
に
は
コ
ロ
ラ
ド

大
学
で
学
ん
だ
。メ
レ
ル
は
こ
こ
で

音
楽
と
絵
画
の
総
合
作
用
で
少
年
時

代
か
ら
抱
い
て
い
た
建
築
へ
の
夢
を

か
き
た
て
ら
れ
た
。大
学
の
チ
ャ
ペ

ル
に
あ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
弾
く

こ
と
を
許
さ
れ
た
。

　（
３
）大
学
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
活
動
と
海

外
宣
教
へ

　
彼
は
建
築
家
を
志
す
青
年
で
し
た

が
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
外
国
伝

道
を
行
な
っ
て
い
た
宣
教
師
ハ
ワ
ー

ド
・
テ
イ
ラ
ー
女
史
の
講
演
に
霊
的

信
仰
的
体
験
を
受
け
、
長
年
思
い
詰

め
て
い
た
建
築
家
と
な
る
夢
を
放
棄

し
て
ま
で
、
一
信
徒
と
し
て
外
国
伝

道
に
そ
の
身
を
捧
げ
る
決
意
を
し

た
。

　
運
命
に
導
か
れ
て
日
本
の
横
浜
に

降
り
立
っ
た
25
歳
の
米
国
人
青
年

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
、
滋
賀
県
立
商
業
学

校
の
英
語
教
師
と
な
る
が
、
地
元
の

人
に
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
反
感
を
抱

か
れ
、２
年
で
教
師
を
解
任
さ
れ
た
。

そ
の
教
え
子
の
吉
田
悦
蔵
は
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
の
一
室
で
真
剣
に
祈
っ
て
い
る

ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
姿
に
打
た
れ
、
解
任

に
同
情
し
、ヴ
ォ
ー
リ
ズ
が
手
が
け

た
各
種
の
事
業
に
協
力
す
る
者
と

な
っ
て
彼
の
生
涯
の
転
機
で
も
あ
っ

た
。ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
ど
ん
な
困
難
に

見
舞
わ
れ
よ
う
と
も
こ
の
地
に
留
ま

り
続
け
た
。

　
太
平
洋
戦
争
当
時
、
開
戦
の
気
配

が
濃
く
な
り
多
く
の
外
国
人
が
日
本

を
離
れ
る
中
で
も
、
自
ら
の
意
志
で

日
本
へ
の
帰
化
を
選
択
。一
柳
米
来

留
と
改
名
し
、
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で

こ
の
地
に
留
ま
る
こ
と
を
選
ん
だ
。

最
初
、
誰
一
人
と
し
て
知
り
合
い
の

無
か
っ
た
こ
の
国
で
、
彼
は
多
く
の

協
力
者
を
得
て
、
多
岐
に
亘
る
活
動

を
し
た
。

　
建
材
や
オ
ル
ガ
ン
の
輸
入
、
メ
ン

ソ
レ
ー
タ
ム（
現
メ
ン
タ
ー
ム
）の
販

売
な
ど
を
行
な
っ
た
「
近
江
セ
ー
ル

ズ
」の
創
立
。私
立
と
し
て
日
本
初
の

結
核
療
養
所
で
あ
り
、
疎
外
さ
れ
て

い
た
結
核
患
者
を
救
い
続
け
た
「
近

江
療
養
院
」の
開
設
。小
さ
な
保
育
施

設
か
ら
始
ま
り
、
幼
稚
園
か
ら
高
等

学
校
に
ま
で
及
ぶ
教
育
活
動
「
近
江

兄
弟
社
学
園
」の
設
立
。

　
そ
の
ほ
か
図
書
館
の
運
営
、
出
版

な
ど
多
く
の
文
化
事
業
を
行
い
、
建

築
に
お
い
て
は
住
宅
か
ら
学
校
、
教

会
、
百
貨
店
、
ホ
テ
ル
、
オ
フ
イ
ス
ま

で
幅
広
く
手
が
け
、
戦
前
だ
け
で
１

５
０
０
件
の
数
を
数
え
た
。

　
こ
れ
ら
事
業
の
全
て
は
収
益
を
目

的
と
し
た
も
の
で
な
く
「
様
々
な
職

業
を
通
じ
て
、
人
間
生
活
の
基
準
と

な
る
よ
う
な
、
キ
リ
ス
ト
的
生
活
を

徹
底
的
に
実
践
す
る
事
」を
目
指
す
、

彼
の
伝
道
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
建
築
活
動
は
彼
の
伝
道
を
支
え
る

経
済
基
盤
と
し
て
始
ま
っ
た
が
、
彼

独
特
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
マ
イ
ン
ド

に
よ
っ
て
率
い
ら
れ
た
建
築
事
務
所

が
生
み
出
し
た
建
築
物
は
、
温
か
い

人
柄
が
香
り
、
そ
の
魅
力
は
長
い
年

月
を
経
た
今
も
多
く
の
人
の
心
を
捉

え
て
離
さ
な
い
。

　
そ
の
作
風
は
建
築
家
の
自
己
主
張

よ
り
、
依
頼
者
の
求
め
に
相
応
し
い

様
式
を
選
択
、
そ
の
応
用
と
近
代
的

な
改
善
を
施
す
事
に
努
め
、
住
み
心

地
が
良
く
、健
康
を
護
る
に
良
い
、能

率
的
建
物
を
目
指
し
た
。

　
彼
が
64
歳
、終
戦
の
９
月
、当
時
軽

井
沢
の
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
の
も
と
に
近
衛

文
麿
公
の
使
者
が
訪
れ
て
連
合
軍
総

司
令
部（
Ｇ
・
Ｈ
・
Ｑ
）へ
の
仲
介
を
依

頼
し
、
彼
が
当
時
の
横
浜
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ

キ
ャ
ン
プ
へ
赴
い
た
話
は
終
戦
秘
話

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
の

真
相
に
つ
い
て
は
未
だ
不
明
の
点
も

あ
る
。

　
日
本
の
た
め
に
さ
さ
げ
、生
涯
愛

し
続
け
た
近
江
八
幡
の
地
で
83
歳
の

生
涯
を
終
え
、安
ら
か
に
眠
っ
て
い

る
。彼
は
近
江
八
幡
市
名
誉
市
民
第

一
号
で
、葬
儀
は
近
江
八
幡
市
民
葬
、

近
江
兄
弟
社
社
葬
の
合
同
で
行
な
わ

れ
た
。政

府
叙
勲

と
し
て

社
会
福

祉
、建
築

に
貢
献

し
た
藍

綬
、黄
綬

が
贈
ら

れ
て
い

る
。

建築家で信徒宣教師の
ウイリアム・メレル・ヴォーリズについて

京都教会員　谷口　輝男

（4）


